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自分の知を成長させよう 良い子が山ほどいる学校 学習指導だより
令和２年１月２２日

第１０号

馬頭中学校学習指導部

「ただ今勉強中」は「学校や家庭での毎日の学習を意識化・習慣化する目的」でネーミングしました

オリンピックイヤーの２０２０年もすでに２０日が過ぎまし

た。新年になり、生徒の皆さんは３学期や今年の抱負を考え、

一人一人が決意を新たにしたことと思います。１月から３月

までは、０学期とも言われます。言うまでもなく、各学年の

まとめと次年度へ向けた準備の学期です。残り二ヶ月と短い

ですが、学年のまとめと進級・進学に向け大切な学期です。

１年生は後輩を迎える準備、２年生は最上級生への準備、３年生は進路決定とその

後の準備となります。とりわけ３年生は、それぞれの進路決定に向けて最後の頑張り

時です。健康・体調には十分注意して、最後まで頑張りましょう。

「学力向上」のために考えられる要素とは
生徒の皆さんは、「学力向上」のために、どんな方策が考えられるで

しょうか。その答えの一つが『家庭学習の充実』です。家庭学習に

は、学校で出される宿題や読書、自分で内容を考えて予習・復習する

自主学習などがありますが、学校で勉強したことを本当に理解して自

分のものにするためには、家庭でのこれらの取組が不可欠です。

がんばれ馬中生

❶ 家庭学習の習慣化

まず第一に大事なことは、 家庭学習を習慣化するということです。毎日のこと

なので、家庭学習をしないと何かやり忘れているように感じるようになるとしめたも

のです。歯磨きを毎日するように、家庭学習も習慣化できる生徒になりましょう。

❷ 家庭学習時間の確保

毎日机に向かう習慣ができたなら、次は学習時間を確保すること

 

- 2 -

が大切です。那珂川町の「家庭学習の約束」には家庭学習時

間の目安が示されています。中学２年生を例にすると２時間

となります。この時間を毎日確保できるかというところが鍵

を握ります。 忙しい中学生にとって一日の中で１２０分の時

間を確保することは容易でないと思います。ならば、帰宅後

の時間の使い方を工夫して学習時間の確保に努めてください。

「ネットの利用時間を制限せよ！」という提言が出されて

います。インターネットの使用時間が長くなるほど、 学校で

習得した学習内容が消えてなくなってしまう、という研究報

告もあります。はじめは３０分から、次は４５分へ。徐々に

学習時間を延ばしていきましょう。

本当は「誰も勉強が好き」なんだよ
例えば、スポーツや音楽、ファッションなど、あな

た自身が好きなことに関しては、しっかり興味をもっ

て「勉強」しているはずです。「どうすれば上手く動け

るだろう？」「どうすれば上手く歌えるだろう？」「ど

う服を組み合わせたらオシャレに見えるだろう？」と

生活、人生に活かすために考え、知識を集め、自分の

ための力としているはずです。これが勉強です。そして人は上手く行動できたり、知

りたかったことを知るなど、達成感や知識欲を満たすことで気持ちよくなります。こ

の時、脳ではドーパミンという神経伝達物質が分泌されており、その時、人は気持ち

が良いと感じます。これが全ての人が勉強が好きと言える理由です。

人は生きるために知識を吸収し、達成感や知識欲を

得ると、脳が気持ちよくなり、また同じように達成感

や知識欲を満たしたいと思うように出来ているのです。

問題は、興味が持てないことに関しては「嫌いな勉強」

と認識してしまうことです。この問題を解決するなら

ば、「好きな勉強」と「嫌いな勉強」の認識や状態の差

を埋めることが必要でしょう。この認識の差を埋めることができれば、何に対しても

楽しく勉強でき、効率も上がり、長時間勉強しても苦にならなくなるはずです。


